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熊山遺跡とヴァン仏教遺跡 

会員 丸谷憲二   

                                    

1 はじめに 

中央アジアのタジキスタン共和国にヴァン仏教

遺跡がある。タジキスタンは、シルクロードの国際

商人として栄えたイラン系民族・ソグド人の本拠

地（ソグディアナ）である。西方の諸宗教を東方へ

伝来する中継地でもある。仏教のインドから中国

への伝来もタジキスタンを経由している。 

 

 

1.1 タジキスタン共和国 

 1990 年代に内戦があった。国土の 90％は山

岳地帯であり 6,000～7,000m の山々が連なる

「世界の屋根」パミール高原を有する国である。 

北部にはフェルガナ盆地にイスタラフシャン等の

古都があり、東部には国土の 45％を占めるゴル

ノ・バダフシャン自治州 がある。1998 年 7 月、秋

野豊(国際政治学者、筑波大学助教授)国連タ

ジキスタン監視団（UNMOT）政務官を含む 4 人の

UNMOT 要員が、首都ドゥシャンベ東方の町ラビジ

ャール近くで殉職した。秋野豊氏は、日本政府が

国連の要請に基づき、1998 年 4 月よりタジキスタ

ンに派遣されていた。 

 

2 帝釈山霊山寺創建と安如宝 

熊山遺跡の隣に天平勝宝(749～757 年)年間

に鑑真和尚(688～763 年)の開基伝承を持つ帝

釈山霊山寺があった。鑑真に随行して渡来した

弟子に中央アジアの出身者がいる。「安如宝」で

ある。「安」とは昭武九姓の一つで、「安国」（ブハ

ラ）の出身者である。ブハラはソグディアナの一大

都城である。安如宝はソグド人である。安如宝は

建築に造詣が深く、唐招提寺の伽藍造営に多大

な功績があった。熊山遺跡とは、ソグディアナに

幾つも建っていた石積みの仏塔を安如宝が日本

で再現したものと推定される。 

 

3 唐招提寺と安如宝 

鑑真の唐招提寺は講堂と僧坊を持つだけの律

宗の学問寺であった。鑑真と共に渡来した安如

宝が鑑真の意思を継いで伽藍を建てた。如宝は

中国人ではなく胡国人であった。つまり西域出身

のソグド人である。彼の出身地はプハラで、現在

のウズベキスタンである。 

ソグド人は中央アジアのシルク・ロードの拠点

に住み東西貿易によって栄えた。宗教的に寛容

であり、いろいろな宗教を信じる人達がいた。仏

教徒も多数いた。西域はアレキザンダ－大王に

占領され、ギリシャ文化が入ってきた。如宝はギリ

シャ建築も知っていたのであろう。金堂の正面の

柱の数は 8 本あり、アテネのパンテオン神殿と同

じである。奈良はシルク・ロードの終着点である。 

 

3.1 安如宝  

安如宝(安如保・如保・731～815 年)は奈良・

平安前期の律宗の渡来僧である。中央アジアの

サマルカンド地方の安国の出身である。鑑真に

師事し天平勝宝 6 年(754 年)正月に来日した。

774 年に東大寺戒壇院戒和上となっている。一

時下野薬師寺(栃木県下野市)に住した。鑑真が

没し委嘱により唐招提寺に帰住し、第 4 代住職と

なり伽藍造営と律宗の高揚に尽力した。 

ソグディアナは現在の中央アジア・ウズベキス

タンとタジキスタンとの国境地域にあった。ソグド
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人たちは交易の民として、西域からトルファン、敦

煌周辺に聚落をつくり、西安にまで進出していた。

「楊貴妃のお気に入り」安禄山はソグド人軍閥の

領袖であったが「安史の乱」を起こし、揚州では

多くのソグド人が虐殺された。その生き残りが安

如宝である。 

 

4 ソクド文字と法隆寺 

法隆寺献納宝物の香木白檀 2 点に焼印文字

が、1986 年に東野治之氏と吉田豊氏（神戸市立

外国語大学）によりソグド文字のニーム・スィール

と解読された。法隆寺は 607 年建立であり、法隆

寺と突厥国との交流記録である。ソグド語は中央

アジアにおける交易言語である。中国人商人とイ

ラン人商人との間の共通語でもあった。 

ソグド文字からウイグル文字が派生し、ウイグ

ル文字は後にモンゴル文字の元となった。 

 

4 ヴァン仏教遺跡 Tajikistan: Vrang 

Buddhist stupa 

安如宝の生誕地タジキスタン共和国のヴァン

仏教遺跡は日本では知られていない。熊山遺跡

と最も似ている遺跡である。仏教僧院と石窟の遺

跡が残る村の丘の上に基壇が残されている。住

居跡や裏山には城砦跡もあり古くから栄えていた。

ヴァン仏教遺跡の背後に広がるのがパンジ川とワ

ハーン渓谷である。 
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5 皮革様固形物の重要性 

 仙田実氏は「奈良三釉小壷と皮革様固形物は

盗掘のさいに同時に取り出された。皮革様固形

物は、所在も実態も性格づけも、まったくはっきり

しない。」としている。 

ヴァン仏教遺跡の写真から、皮革様固形物は

「騎馬民族の必需品である羊の胃袋を干して作

った皮の水筒」と推定される。突厥国からの渡来
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者を証明する最も重要な遺物が行方不明になっ

ている。 

 

 

6 まとめ 

熊山遺跡、霊山寺、安

如宝、中央アジア・タジキス

タンのヴァン仏教遺跡がつ

ながった。イリ川は、新疆ウ

イグル自治区北部のイリ・

カザフ自治州からカザフス

タン南西部のアルマトイ州

にかけて流れる川である。

天山山脈に源を発し、西に

流れバルハシ湖に注ぐ。流域のイリ地方では烏

孫、チャガタイ・ハン国、ジュンガルといった遊牧

国家が興亡した。イリ・カザフ自治州等のイリ川周

辺から渡来した突厥系ソクド人が熊山遺跡を建

築し、故郷のイリ川を思い伊里川と命名した。伊

里川は流域面積 42.7 平方キロメートル、法河川

流路延長 12.13km の二級水系である。イリ川周

辺からの渡来人が、伊里の地名の由来である。 
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編者コメント 

 今回の丸谷憲二氏の寄稿文も我々には 

聴きなれないテーマです。写真の殆どが 

上記参考文献のインターネットによるも 

のだそうです。詳しくはインターネット 

の検索で調べてください。 

             山崎泰二 記 

 


